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各学校や地域における地域学校協働活動の推進を目的に、地域と学校の連携・協働に関する情報を発
信する連携協働通信「架け橋」を発⾏しています。当課の Web サイトでもご覧いただけます。 
 https://www.city.yokohama.lg.jp/kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/chiikirenkei/gakkoushien.html 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 学校・地域コーディネーターを対象に、研修及び交流会を⽅⾯別に⽇時を設定して開催します。 
 令和８年度も２回実施する予定です。午前・午後で参加の対象が異なりますのでご注意ください。 

※予定が合わない場合は参加対象年数が異なる場合でも変更は可能です。 
※第 1 回、第２回はそれぞれ異なる内容となっております。両⽅参加いただくことでより学びが深まる 
 内容となっています。ぜひご参加ください。（どちらか１回だけの参加でも大丈夫です。） 

回 ⽇時 参加対象者 会 場 

１ 
第１回 

５月 2９⽇（⾦） 

午前の部 9︓30〜 R2 年度以降に 
CO 養成講座受講 

花咲研修室 
午後の部 14︓30〜 R 元年度以前に 

CO 養成講座受講 

２ 
第２回 

１１月１２⽇（木） 

午前の部 9︓30〜 R2 年度以降に 
CO 養成講座受講 

午後の部 14︓30〜 R 元年度以前に 
CO 養成講座受講 

＜学校運営協議会＞＜地域学校協働本部＞ 

 

横浜市教育委員会 学校支援・地域連携課 発行 NO.49 

令和８年４月 27 日 

  
  
   〇令和８年度の研修日程が決定しました 
  
   〇令和８年度 学校・地域コーディネーター養成講座受付中 

令和８年度 研修日程 

☆学校・地域コーディネーター、学校運営協議会会長及び協議会委員の皆様へ☆ 
  
  学校や児童・生徒を取り巻く環境が時代とともに変化してきています。 

  ぜひ、研修に参加していただき、新しい情報を学校と地域の連携に役立てていただけたら幸いです。 

  また、２～３年以内に学校支援・地域連携課が開催している研修を受講されていない方は、ぜひ積極 

 的な参加をお願いいたします。（詳細は、別途お知らせいたします。） 

学校・地域コーディネーター研修・交流会 
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学校運営協議会会⻑、学校運営協議会委員、学校・地域コーディネーター及び教職員を対象に、標記

研修を開催します。                    教職員向け研修コード【26ik0703】 

※講師は、⽂部科学省 CS 推進名誉マイスター 竹原 和泉氏を予定しています。 
※第１回と第２回は、同様の内容です。どちらか一⽅にご参加ください。 
 
 
 
 
教職員を対象に研修を⾏い、地域と学校の連携・協働について知っていただきたいと考えています。 
※教員研修の第２ステージ研修（選択）としても受講できます。  

※講師は、認定 NPO 法人こまちぷらす 理事⻑ 森 祐美子氏を予定しています。 
※第 1 回、第２回はそれぞれ異なる内容となっております。両⽅参加いただくことでより学びが深まる 
 内容となっています。ぜひご参加ください。（どちらか１回だけの参加でも大丈夫です。） 

 
 
 
 
 
 

学校運営協議会委員、学校・地域コーディネーター及び教職員を対象に、標記研修を開催します。 
                            教職員向け研修コード【26ik1016】 

※実践校による事例発表を予定しています。各校の取組を一層推進する際の参考にしていただけると  
 幸いです。 
※第１回と第２回は、同様の内容です。どちらか一⽅にご参加ください。 
 
 
 
 
 

回 ⽇ 時 会 場 
１ ７月３⽇（⾦）15:00〜 

花咲研修室 
2 ７月１０⽇（⾦）15:00〜 

回 ⽇ 時 会 場 教職員向け研修コード 
１ ７月２９⽇（水）14:00〜 

花咲研修室 
26ik0729 

２ １２月３⽇（木）15:00〜 26ik1203 

回 ⽇ 時 会 場 
１ 10 月 16 ⽇（⾦）15:00〜 

花咲研修室 
2 10 月 23 ⽇（⾦）15:00〜 

「学校運営協議会」と「地域学校協働活動」の一体的な推進について 

何故、社会とつながる学びが必要なのか 

学校運営協議会委員及び学校・地域コーディネーター及び 

                    教職員合同研修 
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教職員を対象に研修を⾏い、「学校運営協議会」と「地域学校協働活動」の一体での推進について学
びを深め、自校の取り組みに活かしていただきたいと考えています。 
※教員研修の第３ステージ研修（選択）としても受講できます。教職員向け研修コード【26ik0204】 

 

 

 

 今年度も充実した研修や取組を展開し、各校の取組が充実していくよう当課も学校とともにベス
トを尽くしてまいります。今年度より新しく学校運営協議会委員や学校・地域コーディネーターに
なられた⽅につきましては、研修への積極的な参加をいただけますと幸いです。どうぞよろしくお
願いいたします。 

現在、学校運営協議会については令和８年４月 1 ⽇現在 501 校に設置され、学校・地域コーデ
ィネーターについては 469 校に配置されました。教育委員会事務局では学校運営協議会の設置、
学校・地域コーディネーターの配置を市⽴学校全校で実施することを目標とし、各校において持続
可能な活動となるよう研修等も⾏い、役割や制度についても引き続き周知していく予定です。ご不
明な点やお困りのことがございましたら、いつでもご連絡ください。 

学校にお伺いをして学校運営協議会等で地域の⽅々へ説明も⾏っています。是非ご活⽤いただけ
ると幸いです。その際は、学校支援・地域連携課までご連絡ください。 

 
 地域と学校を繋ぎ、総合調整を⾏う「学校・地域コーディネーター」の全校での配置を、学校運
営協議会と同様に目指しています。令和 8 年 3 月 10 ⽇付教学第 2741 号「令和８年度学校・地域
コーディネーター（地域学校協働活動推進員）養成講座への受講者の推薦について（依頼）」に
て、今年度の養成講座についてお知らせしています。今年度の受講者推薦の締め切りは令和８年 5
月８日となっています。 

学校・地域コーディネーターは、学校⻑の推薦を受けた⽅に年間５回の「学校・地域コーディネ
ーター養成講座」を受講していただいています。学校⻑の推薦をもって 6 月より開始される「学
校・地域コーディネーター養成講座」が受講可能となります。学校・地域コーディネーターの推薦
は年間で１回となりますのでご注意ください。 

なお、学校・地域コーディネーターは複数校の兼任も可能です。兼任する場合は、兼任届の提出が必
要となります。提出書類等の詳細は令和 8 年２月 18 ⽇付教学第 2609 号「学校・地域コーディネータ
ー（地域学校協働活動推進員）の複数校兼任について」をご確認ください。提出期限は令和 8 年５月
11 日になります。 

学校・地域コーディネーターについて、詳細は、次のページにある「Q＆A」をご参照ください。 
 

⽇ 時 会 場 

２月 ４⽇（木）15:00〜 花咲研修室 

学校運営協議会、学校・地域コーディネーターについて 

「学校運営協議会」と「地域学校協働活動」の一体的な推進について 

学校・地域コーディネーターの配置について 
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どうやって「学校・地域コーディネーター」になることができますか？ 

 「学校・地域コーディネーター」は学校長の推薦が必要です。その推薦を受けた方

については、年間５回の「学校・地域コーディネーター養成講座」を受講していただ

いています。 
 また、複数人配置することで活動が活発になることも考えられますので、お仲間を

増やすことも可能です。一度に複数名の推薦も可能であり、複数名での養成講座への

出席も可能です。 

 推薦については、令和 8 年 3 月 10 日に発出した依頼文をご確認ください。推薦を

もって 6 月より開始される学校・地域コーディネーター養成講座が受講可能となりま

す。 

「学校・地域コーディネーター」とは、どんな役割ですか？ 
また、横浜市には「学校・地域コーディネーター」がどのくらいいますか？ 

「学校・地域コーディネーター」は、学校運営協議会と同様に、地域と学校を繋ぎ、

総合調整を行う役割があります。学校運営協議会と地域学校協働活動との一体的な推進

を進めるうえで重要な部分になると考えています。 

R７年度は 139 名の受講者が「学校・地域コーディネーター養成講座」を受講してい

ただきました。うち３校は初めて学校・地域コーディネーターの推薦を行った新規校で

した。 

近隣の複数の学校で「学校・地域コーディネーター」をやりたいと思っています
が可能ですか？ 

「学校・地域コーディネーター」は複数校の兼任をする場合は、関係する複数校

の校長間での調整後、推薦があれば可能です。その場合、兼任届の提出が必要とな

ります。すでに他の学校で養成講座を受講し、学校・地域コーディネーターとして

活動している方については、兼任にあたって養成講座を改めて受講いただく必要は

ありません。 
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〇学校運営協議会へのオブザーバー参加について 
 皆様のご尽⼒により、これまでに多くの学校で学校運営協議会が設置されました。ありが  
とうございました。この状況を踏まえ、令和 8 年度も学校運営協議会の「質の向上」に重点 
を移していく必要があります。そのために、昨年度に引き続き学校支援・地域連携担当指導 
主事に加え、各区こども家庭支援課で勤務をしている学校連携・こども担当職員（学校支 
援・地域連携課所属）が各学校の学校運営協議会へオブザーバー参加をさせていただき、各協議 
会の状況を把握していきたいと考えています。 
 オブザーバー参加により把握した各協議会における好事例については、研修や連携協働通信等での 
発信、課題の解決に向けた学校支援などに活かしていきます。学校連携・こども担当職員は、各学 
校２〜３年に１回程度訪問いたします。参加回や⽇程については、５月以降各学校の状況に応じて相 
談させてください。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

〇「学校運営協議会」及び「学校・地域コーディネーター」 

                         個別相談受付中 
 学校運営協議会の設置や運営、学校・地域コーディネーターの配置や活動の推進について 
など、各種相談承ります。また、学校運営協議会委員や学校・地域コーディネーターの配置 
についての説明など、学校訪問もいたします。学校支援・地域連携課まで、いつでもご連絡 
ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

学校・地域コーディネーターの養成講座が終わった後の、２年目からは 
どんな研修がありますか？ 

  養成講座が平成１９年からスタートし、各学校におきましてはここまで多く
の方々を推薦していただいています。 

  養成講座開始当初と比べると、学校の状況は大きく変わっており子どもを取
り巻く環境も変わっています。当課の研修の際にも、現在の学校の状況等もお
話させていただいており、コーディネーターの方々にもブラッシュアップして
いただきながら学びを続けていただき、学校のニーズを把握していただいたう
えで活動を続けていただきたいと考えています。 

  次年度も当課において、様々な研修を開催していきますので、ぜひコーディ
ネーターの方々にも出席していただけると幸いです。特に今年度、活動を行う
方は積極的にご参加ください。引き続きよろしくお願いいたします。 

連絡事項 

横浜市教育委員会事務局 

学校支援・地域連携課 

TEL：045-671-3278 
 

今年度も引き続き、 

どうぞよろしくお願い
いたします。 


